子女中心論（1918年『青春』第15号）
一、父祖中心の旧朝鮮

　朝鮮では孝が最高の道徳とされ、孝の内容は子たるものが親の意思を従順に承ることであった。親の生存中は子にはいかなる自由もなく、まるで専制君主に仕える国民のごとく親の意のままに動き、奴隷や家畜とかわるところがなかった。親の生存中どころか、死後にも三年居喪という厳法があり、その後には奉祭祀という大義務があって、子の時間と勢力と金銭を浪費し、活動の自由を奪うところがはなはだ大きかった。それゆえ、孝子になろうとすれば、子は一生涯親のために自己を犠牲にするだけで、他のことをする余裕はまったくなかった。
たとえば子が三十歳になるまで親が生存しているとしよう。人生の修養と活動の黄金時代である青春は完全に親を喜ばせるために浪費し、三十で父が没すれば三十二ないし三歳までは不出門庭の罪人となり、ちょうどそのころ母が没しでもすれば、またもや三十六から七歳までは前と同じく罪人として過ごさねばならない。運よく四十になる前に父母が没すれば、それでようやく自由の身となるのだが、それからは四代奉祀（四代上までの祖先を年一度祀る習慣）がある。各代が夫婦だけなら、二四が八で毎年八回のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェサ),祭祀)ですむが、もし妻を失って再娶した祖先でもいようものなら、毎年十回あるいは十三、四回のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェサ),祭祀)があることになる。ひと月に平均一回の祭祀としても、そのたびごとに全家族が三日という時間とあまたの金銭を費やすのだから、それは実に個人的かつ社会的に少なからぬ損失である。このほかに墓作り、あるいは（いま非常に盛んな）族譜作りなど、あれやこれやと朝鮮の子女は実にその一生を父祖のために犠牲にしているのである。
　旧朝鮮の子女はひたすら親のためにだけ、生きて働いて死んだ。親の意志がそのまま彼らの意志であり、親の目的がそのまま彼らの目的であった。もしある子が自分の意志を主張し、自分の目的を貫徹すると、それがどんなに素晴らしいことでも彼は「親の命に不順」という罪人になった。

　この三百年あまり朝鮮人の倫理教科書であった「小学」は、じつに孝で始まり孝で終わるといえるほど、子を親の奴隷に作りあげるために孝の思想を鼓吹した。我々が「小学」の教えに完璧に従順でなかったからよかったものの、もしそうであったならば、我われは現在以上の悲惨な境遇におちいっていたことだろう。

　親中心のいくつかの実例をあげよう。息子に勉強をさせねばならないのに、膝もとから離すのが嫌でそうしないこと、息子を勉強させると親の生活が苦しくなるので、自分たちの便宜のために息子の将来を犠牲にすること、甚だしくは、貧しい農民が赤ん坊の子守をさせるために上の子を教育しないこと、子を結婚させるとき、子のためではなく親である自分の楽しみや便宜のためにすることなど、我々の日常には実によくあることだ。

　こうした例を軽く見てはならない。人生において教育と結婚ほど大きい問題はないのであり、教育と結婚の自由を奪うことは、その人間の幸福にかかわる全自由を奪うのとかわらない。
　次に重要なのは、職業の自由である。我々の子女は、いくら自分の能力に最適だと思った職業でも、親が指定する以外のものには就くことができない。これは今日の親たちにもよく見られることだが、子が専門学科や職業を選ぼうとすると、親は自分がその子ほど聡明でもなく知恵もないというのに、子に干渉してその一生を誤らせることが多い。

二、子女の解放

文明はある意味で解放である。西洋で見れば、宗教からの個人の霊の解放、貴族からの平民の解放、専制君主からの国民の解放、奴隷の解放。およそ、ある個人あるいは団体が、他の個人あるいは団体の自由を束縛していたものを、その形式と種類の如何をとわずすべて解放させるのが実に近代文明の特色であり、また努力である。

女子の解放と子女の解放もじつにこの気運に乗らねばならぬ重大かつ緊要なものであって、欧米諸国ではある程度までこれが実現したけれども、我らの土地ではいまだ夢にもその兆しがない。するとある者は、彼と我とは歴史が違い、したがって国政が違うのだから、我々が必ず彼らの真似をする必要はないと言うかもしれない。だが、これは因習におもねる者の言葉でなければ、人類の歴史の方向にまったく無知な者の言葉だ。生きようとすれば、よく生きようとすれば、そうしないわけにはいかぬことを知らない言葉だ。

女子の解放に関しては他日述べることにして、ここでは子女の解放をまず叫び、同時にその必要かつ緊急な所以を述べたい。

生物学の教えるとおり、人類の目的が（他生物と同様）「個体の保全」と「種族の保全・発展」にあるとするなら、天下の中心は自分であり、次に重要なものは子孫であるから、他人のために自己を犠牲することは特殊な場合をのぞいては悪であるし、まして、自分の自由意志ではなく他人の奴隷となってそんなことをするのは悪である。
子はそれ自体独立した個体であって、自分自身のために生まれたものである。それゆえ子はけっして親（といえども他の個体である）のために自己を犠牲にする義務はないし、親が子に犠牲になることを要求する権利もない。もし「個体の保全」だけを目的とするなら、親と子にはいかなる権利・義務の関係もなく、たんにお互い平等な個体に過ぎない。しかし生物には「個体保全」の目的があると同時に「種族保全」の目的があり、またその目的を達成しようという本能があるがゆえに、親たる者は子を養い教育する義務がある。他の動物を見れば、義務を負うものは親であって子ではない。親には子を養い教育する義務があるが、子はけっして親のために自分を犠牲にする義務はないのだ。あの蜘蛛類の母が自分の子供の餌になってしまうことは、まさにかくのごとき自然法則を示している。そしてまた、子が親から受けた恩を返す相手は、親ではなく自分の子である。子として親から受けとったものを、今度は親として子に与えるのだ。
それゆえ親が子を育てるときの苦労は、いうなれば、自分たちが親から受けとったものを自分たちの子に伝えるというべきものであって、万が一にも報償をあてにして子を育てるならば、これは人生の根本の義を忘れはてた行為である。

とはいえ、他の動物とまったく同じように、人類も親に対して何の義務もないのかといえば、そういうわけではない。まちがいなく人類は、他の動物が持つことのできぬ道徳的感情を持っているがゆえに、他の動物は持つことのできぬ孝というものも持っているのである。だが、この孝という観念の内容はどうしても変わらねばならぬものである。これについては他所で論ずるが、とにかく子の最大の義務が親に対するものだという旧朝鮮のあやまった道徳から新朝鮮の子女を救出することは焦眉の急であり、同時に我が民族の将来長くにわたる運命の岐路である。
なによりも子女に独立した自由な個性をあたえよ。彼らに、自分たちは親の所有物だという観念を棄てさせ、自己の所有物だという観念をいだかせよ。次に、子たる者が負う最大の義務は、自分自身と自分たちの子に対してであって、けっして親に対してのものではないという観念をいだかせよ。
そうすれば子は親への依頼心を棄てるであろう。この依頼心は社会にとって極めて有毒なものである。自己の能力で自己の地位と名誉と財産を獲得しようとせずに、親のものばかり期待するので、奮闘する気がなくなって文明が停滞し、とりわけ経済的損失が大である。ある代の個人がおおいに奮闘して数万の財をなしたとしよう。それをその息子たちに分割し、その息子たちはまたその息子たちに分割し、こうやって何代か過ぎれば、その財産は小額に分割されてしまう。一人の人間の勤勉が遊び暮らす人間を数十人も作りだし、また社会の膏血である財産がむなしく消耗されるのだ。それゆえ、できることなら財産相続制度を廃止して、各個人は相当な教育を受けたあとは、独立して自己の生活をいとなむようにするのが理想であり、これではじめて子は完全な解放をえられるのである。
三、子女を中心とした父子関係

　子が生まれれば親の最大の義務は、激烈な生存競争の場で独立して自己の生活をいとなみ、前代から伝わる文化を受けとってこれを維持し、そこに多少のものを補い発展を添えて再び自己の後代に伝えるだけの能力を、その子に持たせることである。これはじつに親たる者が免れんとして免れえぬ義務であり、万一これをないがしろにする者があれば、その者は自己の種族に対する大罪人、大悪人である。
　義務の遂行のためには二つの道がある。万事について子を中心に考えることと、子の教育に全力を注ぐことである。
　孟母三遷の教えとはこのことで、息子の将来のために三度も引越しをしたという話である。貧寒の生活だが、息子の将来のためには多くの不便と損害をすべて耐えるというところに、孟母の不朽の模範があるではないか。
　要はこの精神を拡充すればよいので、住居を選ぶときも子のため、職業を選ぶときも子のため、どんなことでも親は子を中心に考えて、子が自分よりも優秀な公民となるべく力を注がねばならない。

　だが子のためといっても十分ではない。昔日の親たちとて、子のために寺に施しをし、子の幸せな生活のために財貨をあつめ、あるいは子のためによい配偶者を選ぶなど、子のために全心全力をつくさないわけではなかった。だが彼らは、第一に子のためと言うときの基準を誤り、第二に子のためと言うときの料簡が違っていた。
彼らは子の幸福に必要なすべてを自分たちの手であたえようとし、子が自分でそれを獲得する能力を持たせようとはしなかった。財産をあたえ、地位もあたえ、賢妻もあたえ、成功もあたえようとして、子がそれを自分の力で獲得する能力をあたえようとしなかった。こうやって彼らは、子のためと言いながら、かえって子を害するという反対の結果をもたらしたのだ。
　だから、親は子にすべてを譲ろうと心を砕かずに、ただ子に最善の教育を与えることのみを考えるべきである。子に譲るつもりだった財産すべてを注ぎこんでもいいから、教育をあたえるべきである。重ねて言うが、子に教育をあたえることは、孝よりも、忠よりも、いかなる義務よりも、親にとっての最大の義務である。

　第二に、料簡が違っていたというのは、子は親の所有物だから子の教育しようがしまいが親の勝手だと思い、同じく教育としたとしても、子のためだと言いながら実は子のためではなく、父母自身の目前の楽しみとか、老後の安楽とか、あるいは死後の奉祀のためにしたことである。これでたとえ結果が同じになっても、その精神は確実に誤っているのだ。
子はけっして親の所有物ではない。子自身のものであり、種族のものであるから、親は子に対して、親に対するような真心と、全種族に対するような敬意を表するべきである。これまでのように勝手に処分できる自分の付属物だと考えてはいけないのだ。まして、子が成年に達して相当な教育を終えたなら、完全な個人として人格を尊重せねばならない。子は親のものではなく、全種族のものだという思想は、朝鮮において高唱する必要がある。
「俺の息子を俺が好きにして何が悪い」というのは、よく聞く言葉である。実際に、我々のところでは、どの親も考えているところである。「私の息子は私の国にささげました」というスパルタの母親の精神は、我々の古代の親にはあったかもしれないが、近代の親は夢にも考えなかったことだ。
現在文明諸国が義務教育制度をとり、兵役の義務を課しているのを見ればわかるように、今日のように民族主義が発達した時代においては、善良な親はけっして子を「私の息子」と考えずに、「私の種族の一員」と考える。子を産むときにも「私の種族の一員」と考え、育てるとき、教育するとき、彼が社会に出るときや、成功したときにも「私の種族の一員」とつねに考えなくてはならない。
昔は家門の名を輝かしめることを子の栄光とみなしたが、今日では種族の名を輝かしめることが子の栄光でなくてはならない。ちょうど、昔は家門の地位すなわち門閥によって班常（両班と常民＝貴族と一般民衆）を分けたが、今日では族閥あるいは国閥によって班常を分けるのと同じである。むかしは「族」といえば同姓を指したが、今日では「族」といえば歴史と言語を同じくする民族を指す。
四．子女中心と孝の観念の変遷

孝の観念は変わるべきである。

　第一に、両親の膝もとを離れぬという考えを打ち砕かねばならない。学校に通おうとしても離れねばならないし、外国に留学しようとすればますます離れねばならない。まして社会で活動をしようとすればもっと離れねばならない。もし子が両親の膝もとを離れないならば、そんな種族には滅亡しかない。

もし親が子から離れるのがいやなら、子についていけばいいのだ。学校の近くにでも、事務所の近くにでも、家を移してついていくべきである。もし親にも、子のように、なにか仕事があるならば、年に数回会うことで満足すべきであろう。昔の親は「そばにいておくれ、いておくれ」と言ったが、今の親は「出ておいき、出ておいき」と言うべきである。出ていって、天の果てに行くなり、地の果てに行くなり、おまえはおまえの新しい生活を切りひらき、おまえの一族の名を高めてくれと言うのが、今日の親が子に与える訓戒でなくてはならぬ。そうやって人並みに生きていくのだ。

それゆえ子としての孝行も、かならずや親のそばにいることではなく、自分の手で自分の新しい生活を切りひらいて輝かしい勝者の地位を獲得することである。親に朝晩の挨拶を欠かさないとか、食事のたびに親のお膳は自分が差し上げるとか、派手な子供服を着て親の前で甘えてみせるとか、朝から晩まで親のそばでウロウロしていることは、　家を滅ぼし国を滅ぼす凶道であり、不孝である。

第二に、服喪と祭祀を廃するべきである。大きなカッ（笠）をかぶり、たっぷりしたトゥルマギをまとって三年間も蟄居し、朝晩「アイゴー、アイゴー」と亡国の哀しげな哭を発すること自体、すでに凶兆である。そのために貴重な歳月を浪費することは社会にとっての大きな損失であるし、また、無用な金銭を使って無用な飲食を準備し、怠け者たちが三日も四日も飽食して「アイゴー、アイゴー」と凶声を発して隣近所まで陰鬱にさせることなど不要である。親が亡くなったならば、できうるかぎり速やかに埋葬し、埋葬を終えたならば、できうるかぎり速やかにふだんの仕事にもどるべきである。

親の命に従順であることはもちろん美徳だが、正しくない命にまで従順であることはむしろ不孝である。三度諌めても聞いてくれなければ泣いてこれに従うと言ったものだが、私は三を三倍して何度も諌め、それでも聞きいれない場合は自分の好きにするのがよいと思う。

親といっても必ずしも聖人というわけではない。孔子も親になることができれば、盗跖（中国の春秋時代の大悪人）も親になることができる。未成年のあいだはもちろん親の指導を受けねばならぬし、一族の名を輝かしめるのはもちろんいいことだが、これでは現代人の目的としては余りに弱い。まずは自分が強くて優れた人間らしい人間となり、つぎに全族の名を輝かしめることを目的とするべきである。こうすれば自然と一族の名も輝かしめ、親の名も輝かしめることになる。

一族の伝統に引きずられるのは我らの取るところではない。「必要とあらば」それを弊履のごとく投げ捨てて、自分が一族の始祖となるのだという気魄がなければならぬ。一族の名を輝かしめるというのは、それでもまだ積極的であるが、一族の名を汚さないというのは消極的である。誰それの息子だということでようやく世間に認められ、誰それの息子、誰それの血筋だということでようやく世間に称賛されるとするなら、その子はあまりに情けないではないか。誰それの親だということで、子のおかげでその親の名前が知られるようにしてこそ、孝子というべきであろう。

五、結論

　我々はこれまで後ろばかり見て生活をしてきた。すなわち、いつも祖先ばかりを仰ぎ慕い、親だけを中心に生活してきた。それゆえ祖先の遺産は「精神的にも物質的にも」祖先の墳墓をかざるためにのみ使ってしまい、子の新しい家をかざるためには使うことができなかった。

　かくして我々は莫大な遺産をすべて祖先の墳墓に注ぎこんでしまった。そのために、これほど貧窮することになった。しかし、これからは我々は前だけを見て生活せねばならない。死者は死者として葬り、生者は、生きている者と生きんとする者のために生かすべきである。

　我々は我らの「精神的かつ物質的」な財産すべてを我々と我々の子孫のためにのみ使うべきであり、必要とあらば祖先の墳墓も壊し親の血肉も我らの糧食とすべきである。

　長いあいだ親が我らに犠牲を強いてきたように（これは不当だ）、我らはいまや親に対して我らの犠牲になることを強いねばならない（これは正当だ）。

　我々は我らの先祖をすべて集めたものより、さらに貴く重いのだ。もちろん我らの親たちよりも重いのだ。

　我々は、我らの先祖がおこなったすべての仕事よりも、偉大で大量で大事な仕事をすべき使命をもった人間たちである。それゆえ、我らが最善と断ずるところを実現するために、我らが忌み憚るものは何一つない。
　我々は先祖をもたぬ人間、親ももたぬ人間、（ある意味では）今日このとき天上からこの地に降臨した新種族と自負すべきである。

　そして我々は一生かけて最善をつくし、我々のあとに来る健全な子たちにそれを引き渡してやらねばならない。

我々の子には、我らの身体と精神はすべて自分たちの食料だと思わせるべきである。我々の子に、我らを足蹴にさせよ。我々の肩を、彼らが高く登るための脚、踏み台にさせよ。我々の身体を、彼らが川を渡るのに必要な橋梁の材料とさせ、泥濘を埋める瓦礫とさせよ。我々の子が必要だと認めるなら、我々の骨を釜で煮て、機械を運転するのに用いる油を作ってもよいし、蜘蛛の子のように我々を生きたまま頭から食べても（두고 가슴을 욱이어 먹어도）かまわない。我々は子に全希望をかけ、価値を置かねばならないのだ。彼らが歯を食いしばって強くなり、知識を得、富み、善をなし、栄光と幸福の生活を送られるよう、我々は生前も死後も、心と力のすべをつくさねばならぬ。

　ああ、子女よ、子女よ。おまえたちこそは我らの中心であり、希望であり、喜びなのだ。

「子」は息子、「女」は娘の意味。したがって「子女」という語は息子と娘の両方を意味する。しかし現代日本語では「子」がその二つを意味するので原則として「子」と訳し、時に原文の「子女」を使った。
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